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クロメンガタスズメは，本州以南，沖縄からマレーや

インドまで分布する大型のスズメガである．幼虫はナスや

トマト，ジャガイモ，ゴマの害虫であり，成虫は養蜂，果

樹の害虫とされている．また，幼虫，成虫ともに発音する．

かつては，日本では九州以南でのみ知られていた（井

上他，1982）が，近年関東地方以西の本州での記録が増

えて来ており（富沢，2009；岸田，2011)，長野県，栃

木県からも採集例があるとのことである．北陸地方では

富沢（2009）が，福井県越前市と石川県白山市から記録

しているが，富山県や新潟県からの報告は無いようである．

本種が以下のように富山県内で採集されているので報

告する．
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採集個体：13（図l）

採集場所：富山市大沢野町西大沢

採集日：2011年l()月11日

採集者：野津敏和

本個体は，採集者から富山市科学博物館に寄贈され保管

される．
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また，2011年8月25日，富山市内で，加藤治好氏によっ

て本種が撮影されていた（図2)．

この個体は，富山市月岡町の富山市営農サポートセン

ターで，午前11時頃ケヤキの幹に止まっていたところを

加藤真由氏が発見し，撮影されたものである．残念なが

ら，この個体は採集されていない

本種の今後の動向が注目される．

採集個体を寄贈された野津敏和氏，写真を寄せていた

だいた加藤治好氏に感謝いたします．
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認識溌識
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：
図2クロメンガタスズメ（加藤治好氏撮影）
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